
☆☆福祉教育の目的☆☆

①いのちの大切さ（人間尊重）の理解

自分自身も大切な存在（自尊感情）に基づく個別性の尊重

「みんなちがって、みんないい」

②「社会的存在である人間」の理解

③インクルーシブ（社会包摂）な社会の創造

「社会的排除」「社会的孤立」をつくらない社会

④ノーマライゼーションの理念の理解と実践

「共に生きる力」を育む

〈福祉教育サポーター養成講座の目的〉

坂井市内の学校における『福祉教育』場面で社協職

員と一緒に協力頂くボランティアの養成講座です。学

校から福祉教育の協力依頼があった際に福祉体験（車

イス体験、インスタントシニア〈高齢者疑似体験〉、ア

イマスク体験）のサポートをしていただいています。

“坂井市社協は、あなたと一緒にあなたらしい幸せづくりを目指します。”
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社協のＨＯＴな情報をお届けします！

【１日目】

テーマ：福祉教育について理解を深める

講 師：福井県立大学 永井裕子氏

講義やグループワークから

“福祉教育の必要性”“目的”を学ぶ

⇒障がいや加齢による変化について、頭で

理解するのでなく体験を通して身体で“理解

する”“気づく”こと

が重要。自分たち

に何ができるかで

きるか、できない

かを考える。

【３日目】

テーマ：まとめ、意見交換、オリエンテーション

講 師：坂井市社協職員

“伝える”立場での体験、今後の活動への

⇒２日目の振り返り。“教える立場”での体験をした。

■参加者の声■

今回講座に参加したことで、“他者への思いやりの必要性”など

様々な気づきを得ました。日常生活の中でも、自分ができるこ

とは何かしっかりと考えていきたいと思います。

【２日目】

テーマ：車イス、高齢者疑似体験の取り扱い及び指導法方法について

講 師：坂井市社協職員

車いすや高齢者疑似体験の取扱い方法や指導方法を学ぶ

⇒社協職員による福祉体験教育の場面を再現。“教わ

る立場”で体験した。

「福祉教育サポーター養成講座」

8 月 4 日（火）、5（水）、6（木）に開催しました。

「福祉教育」は、教育分野と社会福祉分野が重なり

合い、子どもたちの学びの支援から地域住民に対す

る生涯学習の視点まで、幅広くとらえることができ

ます。主に下記図の、ふたつの流れが主流となって

います。

子どもたちの福祉の学びを支援する取り組み

住民主体の「地域福祉」を推進する取り組み

→
→

福祉教育

地域で安心して暮らせるために、様々な支援制度

サービス・仕組みづくりがあります。しかし、そのような制度やサービスだけで本当に、住み良い地域にな

っていくのでしょうか。地域の中では「心身の障がいや不安に関する問題」「社会的排除に関する問題」「社

会的孤立に関する問題」などさまざまな問題があります。今は「人と人とのつながりの希薄化」が大きな課

題となっていると言われています。このようなことから「人と人とのつながりや関わり」「他者への思いやり

と関心」を学ぶ機会が必要です。

昨年度（H26）から開催し、今回とあわ

せて 29 名の方が修了されています。



月 火 水 木 金 土 日

8/17 18 19 20 21 22 23
15：00～16：30

社協理事会（本部）

三）支部社協委員

会

19：30～21：00

地域活動者ステッ

プアップ講座（JA）

三）ボラ連

10：00～11：30

生活・介護支援サ

ポーター座談会

（本部）

16：00～

三）一の部夕涼み

会

24 25 26 27 28 29 30
春）西部地区委員

会

広域）在宅ケアモ

デル推進会議出席

13：00～

自衛消防操法大会

広報委員会（本部）

介護者のつどい

（坂井・丸岡）

市防災訓練（坂井）

31 9/1 2 3 4 5 6
賛助会費強化月間 生活介護支援ｻﾎﾟｰ

ﾀｰ養成講座①

坂）独居交流実行

委員会

7 8 9 10 11 12 13
主任ケアマネスキ

ルアップ講座

春）西部福祉連絡

会

避難訓練（あい愛）

丸）支部社協委員

会

生福審査会（本部）

春）北部福祉連絡

会

生活介護支援ｻﾎﾟｰ

ﾀｰ養成講座②

14 15 16 17 18 19 20
春）東部福祉連絡

会

社協三役会 春）南部福祉連絡

会

生活介護支援ｻﾎﾟｰ

ﾀｰ養成講座③

春）中部福祉連絡

会

三）西小福祉体験

【 活動の報告 】

【 社協の主な予定 】

はるえイッチョライでんすけまつり

✏ 7/26（土）、27（日）に「はるえイッチョラ

イでんすけまつり」が行われました。会場の清掃活

動とボランティアセンターのＰＲを目的に、ボラン

ティアブースを設けました。猛暑にも関わらず、多

くのボランティアの方々が参加してくださり、清掃

活動に汗を流しました。

ボランティアセンターＰＲ

✏ 8/7（金）に三国運動公園野球場において、

福井県ボランティアセンターのＰＲ活動が行われ

ました。ボランティアのアンケート調査などに坂井

市社協職員も参加しました。ミラクルエレファンツ

ＶＳ石川ミリオンスターズ試合前に、ランティー

（県ボラセンマスコット）が始球式を行いました。

～活動Ｐｈｏｔｏ～

お楽しみ交流会

✏ 8/1（土）三国希望園を会場に、でこぼこ会

主催の「お楽しみ交流会」が行われました。『いつ

でも だれとでも どんな時でも 声をかけ合え

る 仲間づくりをめざそう！』という趣旨のもと、

当日は１００名の参加があり、参加者どうし交流を

深めていました。

さかい夏祭り 社協本部開放

✏ 8/2（日）「さかい夏まつり」の開催にあわせ、

さかい支部社協委員さんの協力を得て、社協本部の

開放イベントを行いました。多くの子供や保護者も

来場され、クイズラリーやけしごむスタンプなど楽

しんでいました。今後も、社協を知ってもらうため

に啓発活動を行っていきます。

東海北陸社協職員研究集会参加

全国地域生活支援ﾜｰｶｰ研修参加


